
　　　

施設長より
令和２年７月豪雨は熊本県や各地に大きな被害をもたらしました。お亡くなりになられました方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、被災さ

れました方々に心よりお見舞い申し上げます。
７月１日から面会の緩和をさせていただきましたが、制限をした中ご協力をいただきありがとうございます。

たくさんの方にご面会いただけるよう1入居者様につき週一回の面会にさせていただいております。
また、メールアドレスを多くのご家族様からいただきありがとうございます。 近々にテストメールを送らせていただきますので、届きましたら

そのまま返信をお願いいたします。 メールアドレスをお持ちでない方には、今後施設からのお知らせは従来通りお電話でさせていただきますので
よろしくお願いいたします。
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事務長より
令和２年７月、将棋棋士 藤井聡太七段が棋聖戦と王位戦の２つのタイトルに挑戦しています。王位戦の第２局では、ＡＩ（コンピュー
ター）が逆転の可能性１５％と判定していた局面から逆転して勝利を収めました。将棋には先人が積み重ねて築いてきた「定跡」という指
し方があり、序盤・中盤は定跡に則ることが多いですが終盤は相手（人間）が想定していない手を繰り出すことが多くなります。藤井聡太
七段は人間だけでなくコンピューターの想定をも超える手、指されてみれば「なるほど」という手を指し見事に逆転勝ちを収めました。
コロナ禍の真っ只中、いつの間にか我々は八方ふさがりで「何もできない」「してもダメだろう」という思考にとらわれているのではないで
しょうか。今、必要なのは藤井聡太七段のように想定を超える手・気づかなかったけれど「なるほど」という手を打つことだと思います。

7月1日から入居者様1人につき週1回など様々な制限をさせて頂きながらではありますが、面会が再開となりました。

数か月ぶりに直接ご家族様とお会いになり、感極まる入居者様もおられました。

また、１ユニット10名程度の小規模ではありますが、七夕イベントも開催いたしました。

久しぶりの行事で、入居者様にはお楽しみいただけたのではないかと思います。

今後の行事は新型コロナウイルス感染状況などを踏まえながら、臨機応変に対応させて頂く予定です。

ご理解ご協力を賜りますと幸いです。

今年度は、コロナウィルス感染防止のため、恒

例

のご家族様をお招きしての夏祭りは中止いたし

ます。

ユニット毎に楽しんでいただける企画をしており

ますが、今後の感染状況や行政からの通達に

沿って進めてまいります。

行事予定生活相談員からのお知らせ

7月1日（水）

＊赤飯 ＊たらの西京焼き

＊ほうれん草のピーナッツ和え

＊高野豆腐の含め煮

＊すまし汁 ＊フルーツ

7月12日（日）

＊ご飯 ＊さわらの幽庵焼き

＊里芋の煮物

＊ささみのサラダ

＊すまし汁 ＊フルーツ

7月7日（火）

＊おにぎり ＊七夕そうめん

＊天ぷら盛り合わせ

＊青菜の磯辺和え

7月7日（火）感染予防に注意を払いながら各フロアで七夕イベントを開催しました。

音楽を流しながらビンゴゲームや七夕に関するクイズ大会で盛り上がり、その後は体操で

体を動かしおやつを召し上がられました。久しぶりのイベントということもあり
七夕イベント


